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発作性心房細動 くpa ro xys m al atrialfibri11atio n， P A Fl 発生の 病態生理学的特徴 を明 ら か に す る
た め に ， P A F発生に 関与す る と考 えら れ る諸因子 に つ い て ， 心 血 管系 に 著変を認 め な い 対照くco ntrol， Cl
群と の 間で比 較検討 した．
プロ グラム され た心 房期外刺激法に よ る心 房内伝導時間に お い て ， 冠静脈洞
一 高位右房間， 冠静脈洞 一
低位右房間の最大伝導遅延時間が C群 に比 して有意に 延長 した ． P AF 群で は心房期外刺激後
の 反復性心
房興奮 くrepetitiv e atrial fir ng， R A Fl の 誘発率が C群 に 比 して 高く， 心房受攻性 の 増大が認 め られ た．
R A F出現帯の 持続時間な らび に 内側境界， 外側境界 に は両群間で 有意善が認 め られ な か っ たが ，P AF 群で
は R A F出現帯 の 内側境界が 心 房機能的不応期 と高率に
一 致 し た■ 薬理学的自律神経遮断 に よ る自律神経
系の 影響に 関す る検討に お い ては， 両群共， 洞結節機能は副交感神経緊張優位 を示 した． 房宴結節内伝導
は C 群で 副交感神経緊張優位 を示 した の に 対 し， P A F群で は不 定 で あ っ た ． 心 房， 房室結節， 心室の 各不
応期に 対す る自律神経系の影響 は両群共不定であ っ たが 薬理 学的自律神経遮断後 に 冠静脈洞郡の 有効不応
期が C 群に 比 して有意に 短縮 した． 内因性洞結節機能は C群 に 比 し P A F群で 有意な低下 を示 したが ， 洞
結 節機能不全症候群合併症例 を除外 した も の と C 群 と の 検討 で は 有意差 を認 め な か っ た －
P w a v e
du r ation は C 群に 比 し P A F群で 有意 に 延長 して い た が ， 左 房 径は ， 基礎疾患 あ る い は 合併症 を有 す る
p A F． I群 で C 群に 比 して 有意な増大 を示 した． P w a v edu r atio n と左 房径 との 間に は， 全体的
に み ると
有意な正 相関が認 めら れ たが ， P AF 群の 中に は， P w a v eduratio n延長の 原因 と して心房内伝導障害 を
示 唆す るよう な症例が認め ら れ た． そ の 他 の 電気生理 学的諸因子 と左房径お よ び血行動態的諸因子 と の 間
に は有意な相関を認 めな か っ た ． 以 上 の 成績 よ り， 左 房拡大 ある い は 心房内伝導障害の 存在下 で心房性期
外収縮 が発生す る と， 内在す る 心房内逆伝導障害の た め心 房内局所間で逆伝導の 著し い 遅延が生 じ， 興奮
旋回の発生が誘起され ， そ の 結果， P A F の発生 が容易 に な る と 考え られ た －
Eey w ords par o xys m al atrial fibrillation， intrisic intr a a
trial retr ogr ade
c o ndu ction delay， atrial v uln erability， a utO n O mic ne r v o u s
syste m，1eft atriale nlarge m ent．
心 房珊動 くatrialfibrillatio n， AFl が 心房性期外収
縮 くpr e m atur e atrial c o ntr actio n，P A Cl に ひ き続
い
て 発生 した り， 心房期外刺激法 に よ っ て誘発さ れ る こ
と はよ く知ら れ てい る
l 川
．
A F は心房の 電気生理学的
異常 を背景 と して発生す る と考 え ら れ る が ， Scba m
－
A b br eviatio ns こA F，
roth封は こ の よ う な 異常発現の 機序と して ， 左右両心
房間の生理学的不均等を あ げて い る． 即 ち， 心房興奮
様式， 伝 導遅延， 不 均 一 伝導， 心房拡大， 左右心 房の
非対称性， 不 応期の 変化 に よ っ て 左右両心房内で の 生
理 学的不均等が生 じて く る と考 えら れ て い る ．
atrial fibrillatio ni A FR P， atrial fu nction al r efr a ctory periodi
A H，
lower right atrium －tIis bundle co nductio ntim ei A VN E R P， A V
n odal effectiv e r efr a ctory
period3 AV N F R P， A Vnodal fu n ctio n alref
racto ry period3 B P C L， basic pa c ed cyc
lele ng裾
BSC L， ba sic sinus cyclelengthi CR B B B， C O mplete rightbu ndlebr an ch blo c
ki C S， C Or O n a ry
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プ ロ グラ ム され た心 房期外刺激 に よ っ て， 反 復性 の
心房興 奮くR A Fl が出現 した後 に A F が発生 する こ と
は知られ て お り， こ の R A Fの 出現 が心 房 受 攻性 の 指
標と して用 い られ て い る引即 ． A Fの 発 現 機序 に 閲し， 従
来よ り興奮旋 回くre e ntry17Iと 異所性自動能冗進8ト 川 の
2説が 議論 され て い るが ， A Fの 発生と維持 に は ， この
2つ の 機序 の 関与が指摘さ れ てい る1 2ト 川
本研究 で 著者は， P A F症例 に お け る A F発生に 関与
する 病態生理学的特徴 を明ら か に す る た め に ， 心 房期
外刺激時の 心 房内伝導遅延， 心房受攻性 と心房 不応期
との 関連性， 洞結節機能な ら びに 刺激伝導能に 対す る
自律神経系の 影 響， 基 礎疾患 ある い は合併症の 有無 に
よる 諸因子 の 差異な らび に 電気生理 学的諸因子 に 対す
る心房動態の 影響な ど に つ い て ，P A F症例群と対照群
との 間で比 較検討 した ．
対 象お よ び方法
工 ． 対 象
対象は安静時 ある い は運 動 負荷時に 心電図上 ， 一 過
性に A F を認 めた 14例く男 11例， 女 3例I， 平 均年令
58士 3歳くm e a n士S E Mlで あ る． 基礎疾患 な らび に 合
併症の 内訳 は， 高血圧症 2例， 虚血性心疾患 1 例， 甲
状腺機能冗進症 1例， 拡張型心 筋症 1例， 洞機能不全
症候群2例， 伝導障害 1例で， 残り 5例 は特発性と考
えられ た． 対照 くCう群 は， 安静お よ び運動負荷に て正
常心電図 を示 し， 心 血 管造影 を含む諸検査の 結私 署
変を認め なか っ た 12例 く男 5例， 女 7例ン， 平均年令
51士 3歳で あるく表 1ユ． C群 12例中10例に 初診時 に
軽度の 高血 圧 を認 め， ま た 2例 に僧帽弁逸脱症候群 を
認め， う ち 1例 は高血 圧 症を合併 し て い た ． 高血 圧 症
例はす べ て入 院後 に 血 圧 が正 常化し た．
工I ． 検査方 法
検査 前72時間 は抗不整脈剤お よ び鎮静剤等の 投薬
を控え， 右心 力 テ ー テ ル 検査旋行後 に Sche rlag ら の
方法瑚 に 準 じて His束心 電図記録 を行 な っ た ． 同時 に
高位右房 くhigh right atriu m， H R Al， 冠 静脈洞
くc o r o n a ry sin u s， CSl， 右室心尖部 くrightv entricle ，
R Vlの 各部位の 電位 を記録 した． 電気生理学的検討因
子と して， 基本洞周期 くba sic sin u s cycle length，
BS CU ， 洞結節自動能 回復時間くsin u s n ode re c o v ery
tim e，S N R Tl， 修正 洞結節自動能回復時間くc o r re cted
Sin u sn ode r ec o v e ry tim e， CSN R Tl， 洞房 伝導時間
Sinus三 C S E R P， C O r O n a ry Sinus effe ctiv e
1 063
くsin o atrial c o ndu ctio n tim e， S A C Tl， 高位右房一
低位右房伝導時聞くH R A－L RA l， 高位右房q冠静脈洞
伝導時 間 くH R A－C Sl， 低 位 右 房 － His 束伝 導時間
几 R A－ H is， A Hl， His 束 一 心 室伝導時聞くH Vl， 高
位右房 機能的不応期 くhigh right atrial fu n ctio n al
refractory pe riod， H R A F R円 ， 高位右房有効不応期
くhigh right atrial effe ctiv e r efr a cto ry period，
H R A E R Pl， 冠静脈洞機能的不応期 くcorona ry sin u s
fu n ctio nal refr a cto ry period， C S F R Pl， 冠静脈洞有
効 不 応期 くc o r o n a ry sinu s efe ctiv e refr a cto ry
period， C S E R Pl 房 室結節機能的不応期 くA V nodal
fu n ctio n alr efr a ctory period， A V N F R Pl， 房 室結節
有効不応期 くA Vn odal effe ctive refra cto ry period，
A V N E R Pl， 心 室有効不応期 くv e ntric ula r effe ctiv e
r efr a ctor－y period， V E R Pl を測定 した．
S A C T はStr a u ssら の方法一里こよ り測定し， S N R T
は高位右房 を毎分90， 110， 130， 15n の各刺激頻度 で
各 々30秒間 ペ ー シ ン グ して そ の 最大値 をS N R T と し
た ． 各不 応期 は プ ロ グ ラ ム さ れ かL一房期 外刺激法
くpr ogra m m ed atrial e xtrastim ulu s m ethodl を用
い ， 基本 ペ ー シ ン グ周期 Cba sic pa c ed cycle length，
B P C Llは B S C Lの 10句 20％増と し た． 電気刺激装置
は 日本光電社製 c a rdia c stim ulaterS E C 2101 を使用
し， 刺 激電位 の 大 き さ は 2 V， 時間幅 は 2m s e cと し
た ． 記録は Sie m en s社製 Mingogr af800 を使用 し， 紙
送り速度は 100m mノse cと した． ま た体表面拡大心電
図第II誘導よ り P w a v edu ratio nを測定 した．
心 房 期外刺激時の 心 房内伝導遅延 に 関す る 検討 で
は， prOgra m m ed atriale xtra stim ulu s method を用
い H R A な らびに CS部位の それ ぞ れ で基 本 ペ ー シ ン
グ くSlフ 後 に 心 房期外刺激 くS2う を加 えた 時の 心房興
奮仏 21に つ い て H R A2－L R A2間， H R A2 －CS2間， C S2 －
H R A2F乳 C S2－L R A2間の 伝導時間を測定 した
．
Sl－S2間
隔 を 10 m se cず つ 短縮 し て い っ た 時の H R A2－L R A2
間， H R A2－CS2間， C S2－ H R A2問， C S2－L R A2間の 伝 導
時間と， 基本 ペ ー シ ン グ くSl 時の 各伝導時間と の 差
を最大伝導遅延時間 くm a xim al c o ndu ctio n delay，
tim e， M C D Tl と した ．
心 房受 攻性 に 関す る検討 で は， H R Aなら び に CS
を8 心拍 ペ ー シ ン グ くSlう し た後， 期外刺激 くS2J を
加 えS，－S2間隔 を 10 m s e cず つ 短 縮 し て い っ た 時，
R A Fあ る い は 一 過 性 の A F が誘発 さ れ た 時の Al－ A2
r efra cto ry period妄 C S F R P， C O r O n a ry Sin u s
functio n al r efra ctory periodニ CS N R P， C O r r e Cted sinhs node r ec o v ery tim ei D C M， dilated
Cardio myopathy 三F， fe m aleニ H ， H isbundle三 H R A， highright atriu mi H R A E R P， highright
atrialeffectiv e refr actory periodニ H R A F R P， highright atrial fun ctionalr efractory periodニ
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Tab le l ． Cl inic al an d EC G fin din gs
Cas e Age Se x Cl inic al Findings





2 N ．G ． 70
































































M V p S
H で
HT
他 m士氾 1 5 1士3
くBI par oxysrnal Atrial Fi bri lla tion くPPFI Grolや
亡 PA F一 工 Gr oupl
1 N． S ． 5 5
2 T
． R ． 5 7
3 0．出． 6 8
4 凹 ．S ． フ2
5 S ．で ． 5 2
6 0．Y． 4 1
7 R．F ． 6 2
8 Y ． H ． 76
9 0．で ． 5 7
r 脚 一 正 む O uPl
lO N ．R ．
1 1 N ． Y ．
1 2 朗 ．X．
1 3 Y． N．
14 X． M．
































































WN L，Wi t h in n o rm al l imi t．
間隔 の最長と最短の時間 くm se cl を求め R A F出現帯 し， 10分後 に atr opin eO－04m glkg を 5分間で 静注し
と した■ て薬理 学的自律神経遮断くpha r m a c ologic a uto n o mic
自律神経系の 影響 に 関す る検討で は，Jo rda nら の 方 blo ckade，P A Bl を行な い ， 10分後 よ り速や か に 電気
法171に準 じ， pr Opr a n OlolO．2 m gノkg を 5分間 で 静往 生理学的検査 を施行 した
．
HT， hyperte nsionニ HV， H is bundle－ V entricle c o ndu ctio ntim eニ L A D， 1eft atrial dim en sio nI
L R A，lo w er right atriu 町 MC D T， m a Xim alc ondu ction delaytim eニ m R A， m e an right atrial
pr esurei M V P S， mitr al v alv e prolapse syndr o m e三 S S Ssick sinu s syndro m eニP A B，
phar m a c ologic a utono mic blockadeニ P A C， pre m atu re atrial c o ntr a ctio nニ P A E D P， pul－
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心房動態因子 と して ， M モ ー ド心 エ コ ー 法 に よ り
Hirata ら
川 の 方法 に 従い ， 左房径 くIeftatrial dim e nJ
sio n， L A Dl を測定し た． ま た， 右心 力 テ ー テル 法 に
ょ り肺動脈拡張末期圧 くpulm o n a ry a rte rial e ndr
dia stolic pr e ss u re， P A E D Pl な ら び に 平均右房 圧
くme a n right atrialpr ess u r e， m R A l を測定 した．
I王 ． 統計学的検討
Stude nt の t－teSt， pair edt－teSt を用 い て平均値の有
意菱検定 を行な っ た ． また 相関分析法 も用 い た． P傾 が
0．05 以下の 場合 に 有意差あ りと判定 した． な お 成績 は




． 臨床 及 び 心電 図所見
P A Fの 全症例 に 心 電図上 P A C を認 め た ． C群 と
P A F群 との 間 で 年 令 に 関 して は有意差 を認 め な か っ
た く表 11．
工 ． 心房 期外刺激時の 心 房 内伝ヰ遅 延 に 関す る検 討
C 群の 8例， P AF群の 10例 に つ い て P A B前， 後で
の 心房内伝導時間 を測定し， M C D T を求め た く表 2，
表3l． 表 2 は， H R A， C S部位で の 基本 ペ ー シ ン グくS．1
時の 各伝導時間と基本 ペ ー シ ン グ くSlう 後 に心 房期外
でabl e 2 ． E x t r a s tim ulu s－ indu c ed ln t r a a t rエal c o ndロC 七10 n d elays く封




C on 七r o I G r o up
l R． で ． B efo r e
Aft e r
2 N ． G ． B efo r e
且 f 七e r
3 H． H ． 8e for e
A f 七er
4 Y． H ． 王短fo r e
A f t er
5 N． X ． 馳 for e
Afte r
6 で ． で ． B efo r e
Afe tエ
フ W ． 軋 馳 f or e
A ft e r
8 軋 Y． Befo r e

















































































































































































Pa r o xys m a l A t r土a l F lbr llla tlo n G r o up
1 N ． S． Be f o r e
A ft e r
2 で ． R． 重さefo r e
A fter
3 0． 軋 Be f or e
aft e r
4 かL S． 馳 fo r e
A f te r
5 S． で． Be f or e
Afte r
6 0． Y． 一兎fo r e
A f te r
7 0． T
． 飴 fo r e
Afte r
8 N ． K． B e 缶つre
Aft e r
9 軋 Y． Be方or e
Afte r

































































































































































































































































4 5 135く十5 01 170く＋6 0I
45 1 2 0く十40I 160く＋4引
55 100く十2 01 140 く＋20I
60 1 ヨ0く十6 0I 160く＋5 0I
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llOく＋60I 150 く＋7 01
50 130く＋5 0I 170 卜60コ
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90 く＋う01 15 0ト301
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130卜 601 85 く＋40I
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90く＋201 65く十151
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150巨 701 1 30く＋ 7引
80 く＋30I 70く＋ 301
9 0巨301 フ0く＋201
10 0く十101 80く＋101
10 0什 1 51 5 5く＋ 引
105 く＋30I 90く＋30I
l O亡＋40J 90 卜40コ
110く十4 01 90く＋40コ
140 く十50I llO ト45I
16 0く＋50I llO く十501
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160く＋701 1 45く＋65コ
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120い2引 80ト 20ユ
110I＋2 51 70 く＋15コ
80く＋10I 60 く0 コ
95 く＋401 70 く＋2 5I
1 40 い451 12 0く＋60つ
1 4 0く＋4 封 110什551
B efo r e ， b efo r e P A B7 A f t er ， a f te r P A B．
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刺激 くS21 を加 えた時の心房興奮 くA21 時の 貴大伝導 1 ， H R A2－L R A2時間の M C D T は， C群 で は52士5
時間と の 差 か ら最大伝導遅延時間 を求 め た も の で あ m s ec か ら 49 士4 m s e c，P A F群 で は 61 士 7m s e cか ら
る
．
51士 8 m se cと変化 し， 両群と も P A B後 に 短縮傾向を
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示 し た． P A Bに よ る M C D Tの 変 化 量 A M C DT
くm e a n士S E MI は C 群 で－3 士18 ms e c， P A F群で －
10士 9 ms e cで あ り両群間で 有意差を認め な か っ た ．
2 ． H R A2－CS2時 間 の M C D T は， C群 で 58 士 6
m s ecか ら 48士 6 m se c， P A F群で は 54 士 8m s e cか ら
51 士11m s e cと 変化 し， 両群 と も P A B後 に 短縮傾向
を示 した． AM C D T は， C 群で － 9 士10m s ec， P A F群
で － 4 士10m s ec で あり 両群間で有意差 を認め な か っ
た ．
3 ． CS2－ H R Aユ時 間 の M C D T は， C群 で 34士 7
m s ecか ら 9 士 6m s e cと 短 縮 し た が ， P A F群 で は
42 士10m se cか ら57士 5 m se cと 延長傾向を 示 し た．
A M C DT は ， C群で q 19士11m se c， P A F群で 9 士7
ms ecで両群間で有意差 を認 めな か っ た
．
4 ． CS2 ．L R A2時 間 の M C D T は， C 群 で 31士 7
m se cか ら 9 士 3m se cと 短 縮 し た が ， PA F群 で は
42 士10m se cか ら52 士13m sec と延長傾向を示 した ．
A M C D T は， C群 で － 16 士4m se c
， P A F群 で 10士 7
m s ecで両群間で有意差 くPく0．05J を 認め た．
5 － P A B後の 各伝導時間の M C D Tに つ い て 検討
してみ る と， CS2－ H R A2時間 に つ い ては ， P A F群 の方
がC 群に 比 して 有意くPく0．05圧 延長 した ． ま た CS2－
L R A2に つ い て も P A F群 の 方が C群 に 比 し て 有意
くPく0．01う に延長 した ．
m ． 心房 受攻性と心 房 不 応期と の 関連性 に つ い て の
検討
C 群の 8例， P A F群の 10例に つ い て， 心房期外刺激法
によ っ て ， 心 房機能的不応期と R A F出現帯 に 関 して ，
P A B前後で 検討 したく表4， 図 1l． PA B前 の 検討 で
は， C群 に お い て 8例中 6例く75％1 に ， P A F群 に お
い て 10例中9例く90％うに R A F が誘発可能 であ っ た ．
こ のう ち H R A領域に R A F出現帯 が限局 した も の は
く図1， 左J， C 群で 4例く67％う， P A F群で 7例く78％う
であり，C S領域に 限局 した も の は，C 群で は認 め らず，
P A F群で 1 例く11％1 で あ っ た ． R A F出現帯が H R A
とC Sの 両領域に 存在 した も の は， C群 で 2例く33％う，
P A F群で 2例 く22％う で あ っ た ．
P A B後の 検討 で は， C 群で 8例中5例く63％う に ，
PA F群で は 10例中8例く80％コに R A Fが誘発可能で
あ っ た ． こ の う ち R A F出現帯 が H R A領域 に 限局 し
たもの は， C群 で 3例く60％う， P A F群 で 3例く38％1
に み られ ， C S領 域 に 限局 し た も の は ， C 群 で 1例
く20％う， P A F群 で 5例く63％フで あ っ た ． R A F出現
帯が H R Aと C Sの 両領域 で 認 めら れ た も の は， C群
で 1例 く20％フ あ っ た が PAF群 で は認 め ら れ な か っ
た
．
ま た P A B後 に R A F が新 しく 出現 した症例 は両群
とも認 めら れ なか っ た ． 一 方 R A F出現帯が P A B後に
i O67
消失 した も の は， C 群で 1例， P A F群で 1例に 認 め ら
れ た－ ま た P A F群 で は， 2 例 に お い て， P A B後 に
R A F出現帯が H R A領域 か ら C S領域 へ 移動 した．
表4 に示 した 様に ， R A F出現帯 の内側境界 は P A B
前で は， C 群に お い て 5ノ8例く63％ン， PA F群 に お い て
1111例く100％1 に， P AB後 で は， C群 にお い て 4ノ6
例く67％1， PA F群 に おい て 7ノ8例く88％うに R AF出
現帯の内側境界 が心房機能的不応期と 一 致 した ． ま た
P A B軌 後 の変化量に つ い て は両群間に有意差 を認 め
なか っ た
．
王V ． 洞結節機能 なら び に 刺激伝導能 に 対す る 自律神
経系 の 影響に つ い ての 検討
刺激伝導系に 対す る自律神経系の影響 をみ るた め に
P A B前後 で刺激伝導系各部位の電気生理学的諸因子
の変動 に つ い て検討 した ．
C群 の 8イ礼 P A F群の 10例く洞機能不全症候群 3例
を含 む1に つ い て P AB を施行 し， その変化量 に つ い て
検討 した． 変化率が ＋10％以上 の もの を延長， － 10％以
下 の も の を短縮， 士10％以内の も の を不変と し た く表
5， 表6， M e a n士S E Ml．
1
． B S C L は C群 で 856 士53m s e cか ら 72 0士24
m se cと 変化 し， 延長例は な く， 短縮 4例， 不変 4例 で
あ り P A F群 で は 833 士40m s e cか ら 781 士42m se cと
変化 し， 延長例 は なく， 短縮 5例， 不変5例で あ り，
AB S C L はC 群 － 136 士57m s e c， ， P A F群 － 52 士32
m s ecで両群間に 有意差 を認め なか っ た ． P A F群 よ り
洞機能不全症候群 3例 を除外 し，P A B後の A B S C L を
検討す る と C群 との 間に有意差 を認め なか っ た ．
2 ． SAC T は， C 群 で 96士 6 m s e cか ら 77士 5
m se cと変化 し， 延長例 はな く短縮 7例， 不変 1例で あ
り， 一 方 P A F群 で は 124士11m s ecか ら 97 士 9m se c
で ， 延 長例は な く， 短縮 7例 ， 不 変3例 で あ り， AS A C T
は，C 群 q 19士 3 m se cに対 し P A F群は － 27士 7 m s ec
で両群間に 有意差を認 めな か っ た
．
一 方 P A B後 で は C 群 の S A C T 77士 5 m s e cが
P A F群 97士 9 m se cに 比 して有意くPく0．051に 延長 し
たが ， P A F群 よ り 洞機能不全症候群 3例 を除外 し て
P A B後 の 成績 を検討 す ると， 両群間に 有意差を認め な
か っ た
．
3 ． S N R T は C群 で 1187士65m s e cか ら 954 士44
m s ecと変化 し， 延長例は なく 短縮 6例， 不変1例 で あ
り，
一 方 P A F群 で は 1298士90m sec か ら 1 178士 97
m se cで， 延 長 1 例， 短縮 6例， 不 変 2 例 で あ り，
ASN R Tは， C 群 － 233士59m s e c， P A F群 － 120 士98
m s ecと両群間に 有意差 を認 めな か っ た ． また P A B後
で は， P A F群 の S N R T l178 士97m s ecが C 群 954 士
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群よ り洞機能不全症候群 3例 を除外 して P A B後の 測
定値を検討す ると ， 両群間に 有意差を認め な か っ た ．
4 ． CSN R T は， C群 で 295士28m se cか ら 209士23
m se cと 変化 し， 延長及び不変例 は なく ， 短縮 7例で あ
り， P A F群で は 422士59m se cか ら 364士70m se cで，
延長 1例， 短縮 6例， 不変 2例 で あ り， AC SN R T は，
C群 － 87 土19m s e c， P A F群 － 58士79m s e cと 両群間
に 有意羞 を認 め なか っ た ． 一 方 P A B後 で は， P A F群
の CS N R T 364 士70m s e cが C群 209士23m s e cに 比
して有意 くPく0．0引 に 延長 した が， P A F群か ら 洞機
能不全症候群 を除外 して， P A B後の 成績 を検討す る
と， 両群間に 有意差 を認め な か っ た ．
5 ． A H時 間 は， C 群 で 94 士 6m s e cか ら 91 士 4
m se cと変化 し， 延長1例， 短縮 4例， 不変 3例， P A F
群で は96 士5m s ecか ら 96士 6m s e cで ， 延長 4例， 短
縮3例， 不変3例で あ り， A A H は， C群 － 3 士 5m s e c，
P A F群 1 士 4m s ecで 両群間 に 有意羞 を認 め な か っ
た ．
6 ． H V時 間 は， C群 で 44士 2 m se cか ら 45士 2
m s e cと変化 し． 延長3例， 短縮 2例， 不変 3例で あ り，
P AF群 で は48 士 2m se cか ら 48 士 2m se cで， 延長 1
例， 短縮例 はなく， 不変 9例で あ り， AH V は C群 1 士
2 m s e c， P A F群 0 士 1m s e cで 両群間 に有意差 を認 め
なか っ た ．
7 ． H R A F R P は， C群 で 278士 9 m se cか ら 276士
8 m se cと変化 し， 延長例 は なく， 短縮 1例， 不変 7例
であり， P A F群で は 283 士13m se cか ら 289 士14m se c
で， 延長 3例， 短縮例 は な く ， 不 変 7 例 で あ り，
A H R A F R P は C群 － 1 士 7m s e c， P A F群 6 士 6
m se cで 両群間に有意差 を認 めな か っ た ．
8 ． H R A E R P は， C群 で 233士13m se cか ら 240士
6m se cと変化 し， 延長 2例， 短縮 1例， 不変 4 例 で ，
P A F群 で は 236 士12m s e cか ら 252士 13 m se cで ， 延
長3例， 短縮例 はなく， 不変 7例 で ， AH R A E R P は，
C群 7 士11m s e c， P A F群 16 士 5m s e cで 両群間に 有
意差 を認めな か っ た ．
9 ． C S FRP は， C群 で 294士 11m s e cか ら 305 士 7
m s e cと変化 し， 延長及 び短縮例 は な く， 不変 8例，
P A F群で は 287士10 m se cから297士8m S e Cで， 延長 2
例， 短縮例 はな く， 不変 7例で あり， ACSF R P は， C
群 11 士5m se c， P A F群10士 6 m se cで 両群間 に 有意
差を認め なか っ た ．
10． C SE R P は， C 群に お い て ， 259 士13m s ecか ら
278 士 8m s e cと変化 し， 延長 2例， 短縮 1例， 不 変5
例 で あ り， P A F群 で は 254 士 9m s e cか ら 249＋ 9
皿 S e Cで， 延長－L例， 短縮 1例， 不変 7例で あり， 山 方
A C S E R P は， C 群 19士12m se c， P A F群 － 6士 7m s ec
田
で， P A F群 が C群 に 比 して 有意 くPく0．0引 な短縮 を
示 した ．
11． A V N F R P は， C 群 で 451 士20m s e cか ら 418士
10m se cと変化 し， 延長例 はな く， 短縮 3例， 不 変5例
で あ り， P A F群 で は 417士 18 m se cか ら 418士21m s ec
で ， 延 長 2 例， 短縮 1 例， 不 変 7 例 で あ り ，
一 方
A A V N FRP は， C 群 － 34 士18m s e c， P A F群 1 士14
m s e cで 両群間に 有意差を認 め なか っ た ．
12． A V N E R P は， C群 で 329士17m s e cか ら 294 士
7 m s e cと変化 し， 延長例 は なく ， 短 縮 3例， 不変4 例
で ， P A F群 で は 314士 17 m se cか ら 306士 18 m se cで，
延 長 2 例， 短 縮 2 例， 不 変 6 例 で あ り ，
一 方
AA V NE R Pは ， C群－34 士15 m s ec， P A F群 － 8 士14
m s e cで 両群間 に 有意差 を認 めな か っ た ．
13． V E R P は， C 群 で 248 士 7m s e cか ら 267士 8
m s e cと変化 し， 延長 3例， 短縮例 は なく ， 不変 4例で ，
P A F群 で は 2 63士13m se cか ら 264士 12 m se cで， 延
長 2例 ， 短縮 1例， 不変 7例 で あ り， 一 方 AV E R P は，
C群 21士 9 m se c， P A F群 1 士10m se cで 両群間に 有
意差 を認め な か っ た ．
V ． 基礎疾患あ る い は合併症の 有無 に よ る 諸因子 の
検討
P A F群 を 基礎疾患 あ る い は 合併症 を有 す る 群
くP A F－I群， 9例1と， 有 さな い 群くP A F－II群， 5イ那
に 分け ， こ れ ら 2群 と C 群 との 間で以 下の ごとく検討
した く表7フ．
1 ． BSC L は， 3群 間で 有意差を認 め なか っ た ．
2 ． P w a v edu ratio nは， C 群 103 士 2m se c，P A F－
I 群 113士 5 m s e c， P A F群－II群 118士 6m s e cで，
P A F－ I群， P A F－II群 は そ れ ぞ れ C群 に 比 し て 有意
くPく0．051に 延長 して い たが ， P A F－ I群 と P A F－II群
と の 間 に は有意差を認 めな か っ た
3 ． S A C T は， P A F－ I 群 132士 11m s e cが C 群
99士 5 m s e cに 比 し て有意くPく0．051に 延 長して い た
が ， P A ト工工揮 と C 群 との 間 で は両群間 に 有意差を認
めな か っ た
．
4 ． S N R T は， C 群 1101士56m s e c， P A F． I 群
1265士80m s ec， P A F－II群 1412士131 m se cで ， P A F－
工群， P A F－ H群 は そ れ ぞれ C群 に 比 して 有意 げく
0．05う に 延長 して い たが ， P A F－ 工群と P A ト工I群と の
間に は有意差 を認め な か っ た ．
5 ． C S N R T は， C 群 25 0士39m se c， P A F－ I 群
394士49m se c， P A F－II群 438士90m s e cで， P A F－ I
群， P A F－II群が そ れ ぞれ C群 に 比 して 有意くPく0．051
に 延長 し てい た が， P A F－ I群と P A P－II群と の 間に は
有意差 を認 めな か っ た ．
6 ． A H時間， H V時間は， 3群間で有意差 を認 めな
発 作性心房細勃発生の 病態生理学的特徴の 研究
Tab le 7－ Su m ma ry of ele c t rophysioIoglC ， he m odyn a mic a nq e ch o c a rd iogr aphic data
Ca s e B S C L P－ W a V edu r a tio n S N R r C SN 7rr S ACT 7ui H V m RA PZuミDp






4 Y ． H ．
5 1寸． X ．
6 T ． T ．
7 W ．兄 ．
8 M． Y ．
9 王1． S．
10 E． T．
1 1M ． H ．


































































































































































































王鹿 訂止S ヨ 叫 84 7土36 103土2 1101土56 250土39
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7 Iく． F ．
8 Y ． H ．




































H e a H土SE M 833士41
一別 1 一 正 Gro upl
lO t可． X ． 8 50
11 軋Y ． 830
12 軋 E． 7 70
13 Y． 軋 10 50
14 王く． M． 84 0
かba n 土SE M868 土48
pA FくでOtalI





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































悶 P く 0 －05 p く 0－ 05 pく 0， 05
C v s． p 且F－ エ r遁 P く 0． 05 p く 0． 05 2 く0 ．0 5
C v s． E邑F － エ r塩 pく 0． 05 n s pく こ0 ．0 5
p A F－ エ v s．
P A F－ エ






















n s， n O t Signi f ic a n t．
か っ た
．
7 ． m R A， P A E D P は， 3 群間 で 有意差 を認 め な
か っ た ．
8 ． L A D は， C 群 28士 1 m m，P A F－ I 群 33士 2
m s ec，P A F－II群 30士 1 m m で ， P A FA I群が C 群 に比
して有意 くPく0．05う に増大 して い たが ， P A F－ H群と
C群との 間に は有意差 を認め な か っ た ．
刊 ． 電 気生 理学的諸因 子 に 対す る心 房動態の 影響 に
つ い て の 検討
1 ． P w a v edu r atio nと の 関係 く図21
11 P w a v edu r atio nくYlと L A DくXlと の 間 に は， 有
意の正 相関 くY ニ 1 ．5 X＋66．2， r ニ 0．524， Pく0．051
が認め られ た
．
21 P w a v edu r atio nと m R A， P A E D P との 間に
は， い ずれ も有意な相関を認め なか っ た ．
2 ． 洞結節機能と の 関係 く図2 う
SA C T とm R A， S N R T とm R A， CS N R T とm R A
と の 間 に は， い ずれ も有意な相関 を認め な か っ た ．
3 ． 心房 不 応期と の 関係 く図 31
H R A F R P と， m R A， H R A E R P とmRA との い ず
れ の 間に も有意な相関 を認め な か っ た ．
CS F RP と P A E D P， C S E R P と P A E D P， C S F R P と
L A D， C S E R P と L A D との 間 の い ず れ に お い て も有
意な相関を認め な か っ た
．
考 察
r e entry に よ る A Fの 発生機序 を考え させ る 現 象 と
して， 心周期の 一 定の 時間内に 心房期外刺激を加 える
と A F が誘発 され る こ と3や 実験的 に迷走神経 を緊張
さ せ た状態で心房期外刺激を加 えた時に A F が誘発さ
れ る 湖 こ とが あ げら れる
．
迷走神経の 緊張冗進 に よ っ
て心房不 応期 は短縮 し 抑 ， 心房 のい ろい ろ な部位 で 不
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5 工O m mHg
mR A
Fig．2． Relatio nbetw e e n el ctr ophysiologic a nd he m odyn a mic pa r a m et r s．
0 ， C gr o up i書 ， P A Fgro up ニnS， nOt Signific a nt．
が 生 じ て 細 動 が発 生 し て く る と 考 え ら れ て い
る1 812り2 2I
． また 心房拡大も A F の発生 と維持 に 関与す
る こ とが 考え られ て い る7ユ23I241
d 方 Nade a uら1 01は， イ ヌ で コ リ ン 作動薬 を右房に
注入 し心房を機械的に 刺激 した時， 洞結節機能が 正 常
な例 で ， A Fの 誘発， 維持が容易 であ っ た こ と よ り， 異
所性的自動能冗進が A F の発生 に ， さ らに 洞結節機能
が A Fの 維持 に 関与し てい る こ と を指摘 して い る． こ
れ は洞結節 を包含 す る よ う な r e etry 回 路が 存在 して
A F の発生， 維持に関与してい ると考えられてい る 2 5I 抑
本研究 に お い て は， A F発生 に 関与す る と考 え られ る
種々 の 因子 に つ い て検討 した結果， そ の病態生理学的
特徴 に つ い て 以 下 の点 を明 ら か に し た．
工
． 心 房 期外刺激時 の 心 房内伝導遅 延
Leie rら
271は， 心房粗動 に お い て は， 洞結節機能異常
と心房内伝導時間の 延長が粗動 の 発生を容易 に する因
子 で あ る と述 べ て い る
．
Co sio ら 細 は， PA Fに お い て ， プ ロ グ ラ ム さ れ たJL一
房期外刺激時 の順向性 の 心房 内刺激伝導時問 をもと
め， そ の 最大伝導遁走時間が対照群 に 比 し て有意に延
長 した こ と よ り， 心房 内伝導遅延 を r e e ntry 発生 の 背
景と考 え た．
著者 は， H R A， C Sの そ れ ぞれ の 部位 で， プ ロ グラム
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20 50 咄 m m
L A D
Fig－ 3． Relatio nbetw e e n ele ctr ophysiologic a nd hem odyn a mic pa r a m et r s．
0
， C gr o upニ ー ， P A Fgr o up in S，
L R A間， H R A－CS間， 逆 行伝導と して C S－ H R A間，
CS－L R A間の 各伝導時間の MC D T を P A B前後 で 検
討し たと こ ろ， 逆行伝導であ る CS－ H R A間， C S－L R A
間の M C D T は， P A B後 に C群 に 比 して P A F群 で 有
意に 大き か っ た ． また ， P A B後に お い て ， H R A E R P
と CS E R Pと の 間 に は 有意差 を認 め な か っ た が ，
C SER P が C群 に 比 して有意 に 短縮 し た． さ ら に 心房
期外刺激後の P A Fの 誘発 に 関して ， P A B後 に C S領
域に 認め られ た もの が ， C群 く40％う に 対 し て， P A F
群5例く63％う で あ っ た ． こ れ らの 事実 か ら， P A Fに
おける心房期外刺激後 の R A Fの 発生 に は， 内在す る
逆伝導遅延を背景と した心 房局所の 有効不応期の 変化
が関与 して い る こ とが 示 唆さ れ た． な お H R A と CS
n ot signific a nt．
との 間に お い て不 応期の 不均斉くdispe rsionlは認 め ら
れ な か っ た が ，P A B後 に C S E R P が有意に 短縮 し た こ
と よ り ， 心 房 の 各 所 で 不 応 期 に 変化 が 生 じ て
dispe rsio nがお こ る こ とは 十分考 えられ た ． こ の よ う
に 考 えれ ば， A Fの 発生に は re e ntry 機序が 関与 して
い る こ とが ， 臨床的検討か らも推察さ れ た．
工工 ． 心房 受攻性と 心房不 応期 との 関連
プ ロ グ ラ ム され た 心 房期外刺激法 に よ る P A B前後
で の R A Fの 誘発率は， P A F群の 方が C 群に 比 して 高
か っ た
．
しか し出現帯 の 持続時間な ら び に 内側境界 ，
外側境界 に つ い て は， P A B前後 で い ずれ も有意差 を認
め なか っ た こと よ り， P A Fに お ける 心房受攻性の 増大
と自律神経系と の 関連性は不明で あ っ た
．
1074
心 房受攻性 は， 心周期の短縮 に つ れ て増大す る
5l
． さ
らに A F が副交感神経緊張克進状態時の PAC 出現後
に 発生 した り2 2I2 9 馴 ， 交感神経緊張冗進状態時 に 発生
し，P －blo ckerに よ っ て抑制 ， 消失が み られ る事実
3 0，か
う， 心房受攻性 が自律神経系の 多様 な影響 を受け やす
い こ と も考 えら れ る． 著者の成績 か ら， 内在す る心房
内逆導遅延が自律神経系 の影響 をう け， r e e ntry が 生
じ易く な り， 他方で は， 心房受攻性 を増大 させ る 結果
に な る こ とも 考 えられ た．
P A Fに お い て， RA F出現帯 の 内側境界が A F R Pに
一 致す る割合 が高か っ たが ， こ れ は W yndha m ら51，
Engel ら
6切 報告と同様 で あ っ た ． こ の こ と は ， A F R P
の 変 化が 逆 に 心房受攻性 を規定す る因子 と な りう る
可能性の ある こ とが 示唆さ れ ，P A F の発生の 抑制 を目
的 と した抗不整剤の 選択 に 際 し 考慮す べ き こ とで あ
る．
m
． 洞結節機能 なら び に 刺激伝導能 に対す る 自律神
経系の 影響
洞結節機能な ら び に 刺激伝導能 は， 自律神経系の 影
響を受 け易い 抽 ． 交感神経緊張完進 は機能促進効果 を，
迷走神経緊張克進は機能抑制効果 を有 す る
321
． 本研究
に お い て， 電気生理 学的諸因子 に つ い て， P A Bに よ
り ＋10％以 上 延長 した も の を 交感神経緊張優位， －
10％以上 短縮 したも の を副交感神経緊張優位と考え る
と， S A C T，S N R T，C S NR Tの 短縮 を 示す 割合が両群
共 に 高か っ た こ と より， 洞結節機能 は両群共 に 副交感
神経緊張優位 が 示唆さ れ た． 笠 貫 ら瑚 に よ る 内因性房
室伝導能の検討で は， 房室結節内伝導に 対 し て副交感
神経緊張優位が指摘さ れ て い る． 著者の 成績で は， A H
時間は C群で は副交感神経緊張優位 の 傾向 を 示 した
が ， P A F群 で は優位性が明 らか で な か っ た ．
副交感神経緊張元進 は， 心 房不応期 に 対 して 短縮珊 ，
房室結節不応期に 対 して延長 叫 の 効果を示 す が， 著者
の成績で は， 心 鼠 房室結節， 心室の 各不応期は P A B
に よ っ て不変 を示す 症例 の割合が高く自律神経支配 の
優位性 は明らか で なか っ た ．
1V． 基礎疾患ある い は合併症 の 有無 に よ る 諸国子 の
差異
P A F の頻度は全心房細動 の 5．2％か ら 40．2％と 報
告も様 々で ある85ト 珂 ． 基礎疾患と して は， 高血 圧症，
心筋疾患， 動脈硬化症， リ ウ マ チ性弁膜症， 甲状腺機
能冗進症があり3の瑚
一
彗 ま た W P W症候群4り4 21， 洞機
能不全症候群 勅 彗 心 房中隔の 脂肪歴様肥大
45りこ も合
併す る． 特発性 P A F は， Pa rkin s o nら 瑚 に よ る 200例
の検討で は 9％に 認 められ て い るが ， 本邦 で は ， 20％
か ら 24．5％と報告閲 刷 され て い る ． 著者の成績 で は，
14例中 5例 く35．7％う が 特発性 P A F で あっ た ．
P A F全体 で 検討す る と ， P w a v edu ratio n， S AC T，
S N R T， C S N R T が C群 に 比 して有意 に 延長 して い た
が， こ れ を基礎疾患 ある い は 合併症 の 有無 に よ っ て
P A F－ I群 と P A F－II群 に 分 けて検討 す る と ， P w a v e
du r atio n は両群共 に C 群 に 比 して 有意 に 延長 して い
たが ， P A F一 工群と P A ト H群と の 間に は有意差を認め
な か っ た
．
L A D は諸家 の報告23 帥 7ト4 91と 同様 に，
P A F－ I群 に お い て増大の 程度 が大 きか っ た ． P w a ve
du r atio nと L A D との間に は全体的 に は 有意の正 相関
が認 め られ た が ， P AF の 中に は P w a v edu r atio n延
長の 原因と して心房内伝導障害 の 存在 を示 唆す るよう
を症例が認め ら れ た．
m に お い て述 べ た よ う に ， 刺激伝導系は自律神経系
の影響 を受 け易 い た め， 自動能ある い は伝導能が異常
値 を示 した場合 に は， その 原因が 自律神経系の 影響に
よ る もの か ， あ る い は固有組織 の傷害に 基づ くも の で
あ る か を区別す る必要が あ る ． 特 に 洞結節お よ び房室
結節機能の 評価 に は注意す べ き で あ る3 3酬
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著者 の 成績 で は， P A B後 の 検討で P A F全体 か らみ
る と洞結節機能 の 低下 を認 めた が， 洞機能不 全症候群
合併症例 くC a Se3 ． 4 ， 51を除外 し た検討に お い て，
C 群 との 間で 有意差 を認め な か っ た ． こ れ は本研究に
お い て P A F症例の 構成の 不均 一 性 に 由来す ると 考え
ら れ た
．
V ． 電気生 理 学的諸因子 に 対す る 心 房 動態の 影響
Pr obst ら47りま， P A Fの L A Dに つ い て は， 固定性心
房細動群よ り も小 さい が ， 正 常群あ る い は基礎疾患を
有す るが A F を合併 しな い 群 よ りも 大き い こ と を指摘
して い る． 剖検例に お け る心 房容積 の 検討 で も4 8I， 固定
性JL一房細動群が P A Fに 比 べ て 有意に 増大 し て い る こ
と が示 され て い る． A Fの 持続時間 と心 房 容積と の間
に は有意 の 相関が認 め られ な い こ とも 報告 欄 さ れ てい
る ． 著者の成績 で は， P A F－ I群が C 群 な らび に P A F．
II群 に 比 し て 有 意 の L A D増大 を 示 し た． m RA，
P A E D Pに つ い て は ， それ ぞれ 3群間 で 有意差 を認め
な か っ た た め L A D増大 の 原因は明 ら か で な い が ， 心
房負荷 の関与 は十分に 考え られ た．
Ewy ら
241は ， A F症例 で の L A D と電気的除細動 に対
す る反応性 の 検討 に お い て， P A F群， 電気的除細動成
功群， 固定性心房細動群 の 順 に L A Dの 増大 が認めら
れ た こ と よ り， L A D の増大 が A Fの 発 生， 維持に 重要
であ ると 述べ て い る． 心房容積の 増大は ， 心 房壁の 構
築 その も の に ， な ん らか の 傷害 を伴 な っ て く る結果，
電気生理学的不均 一 伝導 を生 じて re e ntry 回 路を形成
し易 くす る と 考え られ て い る2 31． しか し なが ら， 本研究
で は， 電気生理学的諸因 子 と L A D お よび血 行動態的
因子 との 間 に 有意な相関 を臨床的 に 見出せ な か っ た．
発作性心房 細動発生の 病態生 理 学的特徴の 研究
P A F－II群 で は， L A Dの 有意 な 増大 が認 め ら れ な
か っ たに も か か わ ら ず P w a v edu r ation の 有意な 延
長を認め た こ と よ り， 特発性 PA F で は， A Fの 発生に
左房拡大 は必ず しも重 要な も の では な く， む し ろ心房
内伝導障害 を基礎 と し た電気生理学的諸因子 の 変化が
A Fの 発生に 関与 して い る こ とが 考え られ た ．
結 論
P A Fに お ける A F発生の病態生 理 学的特徴 を明 ら
か に す る た め， A F発生に 関与 す る と考 え られ る諸因
子に つ い て， 以 下の 成蹟 を得た ．
1 ■ PA F で は全例 に PA C を合併 した ．
2 ． P A Fで は， プ ロ グ ラム され た心 房期外刺激法 に
よ る C S部位刺激時の C S－H R A， C S－L R A伝導時間の
MCDT が C群 に 比 して有意 に延長 した ．
3 一 プロ グラム された心房期外刺激法 に よ る R A Fの
誘発 率 は， C 群 に 比 して ， P A F群 で 高か っ た ． ま た
P A F群 に お い て は， R A F出現帯 の 内側境界が心房機
態的不応期と高率 に 一 致 した． R A F出現帯 の 持続時
軌 内側境界な ら び に外価境界 に つ い て は， 両群間 で
有意差 を認め な か っ た
．
4 ． 洞結節機能な らび に 刺激伝導能 に対 す る自律神
経系の 影響 に 関す る検討 で は， P A F群 ， C 群共 に 洞
結節機能 は副交感神経緊張優位 を示 した． 房室結節内
伝導は， C 群が 副交感神経緊張優位を示 した の に 対 し，
P A Fで は不 定で あ っ た
． 心房， 房室結節， 心室の 各不
応期に 対す る自律神経系の 影響は両群共に 不 定 で あ っ
たが， P A B後 に CS E R Pが C群 に 比 して 有意 に 短縮
した．
5 ． PA Bに よ る洞結節機能の 検討 で は， P A F群が
C群 に比 し て， S N R T， CS N R T，S A C Tの 有 意な延長
を示 した － しか し なが ら， P AF群 に よ り洞結節機能不
全症候群 を合併 す る 症例 を除外 し た も の と C 群 と の
検討で は有意差 を認 め なか っ た
6 － P w a ve du r atio nは， C群 に 比 し P A F群 で 有
意に延長 して い た．
7 ． LA D は， C 群 に 比 して P A F－ I群 で 有意 に 増
大し て い た が， P A F一， H群と C 群と の 間に は有意差 を
認めな か っ た
．
8 ． P w a v edu r atio nと L A D との 間に は， 全体的に
み ると有意な正 相関が認め られ たが ， P A F群 の 中に は
P w a vedu ration 延長 の 原因と し て， 心房 内伝導障害
を示唆す る よう な症例 が認め られ た ．
その 他電気生理学的諸因子 と L A Dお よ び血行動態
的諸因子 との 間に は有意な相関 を認 め なか っ た ．
以上 の 成績 よ り， 左房拡大ある い は心 房内伝導障害
の存在下 で 心 房期外収縮が発生 す ると， 内在す る 心房
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内逆伝導障害の た め 心房内局所間で逆伝導の著 しい 遅
延が生 じて， re e ntry の 発生が誘起さ れ る結果， P AF
の発生が容易 に な るも の と 考 えら れ た． ま た P A F群
に お い て ， プ ロ グ ラム さ れ た心房期外刺激法 に よ る
R A F出現帯 の内側境界が 心 房機能的不応期 と高率に
一 致 した こ と は ， PAF の発生予防の ため の 抗不整脈剤
の選択 に あた っ て考慮す べ き こ と と考え られ た
．
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A bstract
T he pu rpo se of the pr e s e ntstudy w a sto cla rifypathophysiologic cha ra cteristic s ofo c c u rr en c e
Ofpar o xys m alatrial fib ri11atio ntPAF，． Ele ctr ophysiologic， he m odynamic a nd e cho c a rdiographic
Studie s w er edone o npatie nts with P A FくP A Fgr o upJ a nd o n patie nts without o rganic he a rt
dis e as eくC gr o upJ． In studying e xtr a stim ulus－indu c ed intr a atrial co ndu ctio n delays du ring pr o－
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gr a m m ed at rial e xtr astim ulu s， m a Xim al c o ndu ctio n delay tim e fr o m c o r o n a ry sin u sto high
right atriu m a nd tolower rightatriu r nafter phar m a c ol gic a uto n o mic blo ckadeくP A BJ w a s signifi－
Ca ntly prolonged in the PA Fgro up c o mpa r ed wit h t he C gr o up ． Repetitiv e atrial fir ngくR A FJ
initiated by po stdriv e ex tr astim ulusfr equ e ntly o c c u r red in the P A Fgr o up c o mpa r ed wit hthe C
gr o up． T hein n e rlimit of t he R A Fz o n e alsobo rde red the atrial fu n ctio n alr efr a cto ry pe riod in a
high pe r c e ntage of the P A Fgroup． T he r e w a s n o signific a nt differ e n c ein du ratio n， in n e rli mi t
a nd o ute rlimitof t he R A Fz o ne betw een thetw ogro ups． In studying effe cts of the a uto n o mic
n e rvou s syste m o ncardia c ele ctrophysiologic m e asu re m e nts， V agal influ e n c es o n sin u s n ode
fu n ctio n w e regr e ate r o nbothgr o ups． Vagal in flu e n c e s o n atrio v e ntric ula r c o ndu ctio n w e re
gr e ate rin the C gr o up， but uncle a rin the P A Fgro up． Auto n o mic effe cts o n effe ctiv e a nd
fu n ctio n al refr actory periods ofatriu m ， atrio ventric ula rn ode a nd v e ntricle w er e u n cle a rin both
gr oups． Ho w e v e r， t he c o r o n a ry sin u s efTtctive r efr a cto ry pe riod w a s signific a ntly de c re as ed afte r
P A B in t he P A Fgroup c o mpa r ed wit h the C gr o up ． A ltho ugh sin u s n ode dysfu n ctio n was
e vide n c ed in t he P A Fgr o up， the r e w a s n osignific a nt diffe re n c ein sin u s n odefu n ctio nbetw e e n
t he C gr o up a nd t he re m ainde r oft he P A Fgr o up， eX Cluding patie nts c o mplic ated with sick sin u s
Syndr om e． P－ W a Ve du ratio n w as signific a ntly pr olo ngedin the P A Fgrpup c o mpa r ed withthe C
gro up ． T heleft atrial dim e n sio n w as signific a ntly e nla rged in the PAF－I gr o up wit ho rga nic a nd
n o n o rga nic he a rt dis e a se． Ov e rall， the r e w a s a signific a nt po sitiv e r elatio n ship betw e e nP
－ W a V e
du ratio n a nd theleftatrial dim e n sio n． T he r e w e re so m e c a s es which s ugge sted t hatprolo ngatio n
Of P－ W a V edu ratio n w a s c a u sed byintra atrial c o ndu ctio n distu rba n c e． T he r e w a s n o signific a nt
relatio nship betw e e n othe r ele ctr ophysiologl C Pa r a m et rS a nd atrial dyn a mic s． T he s e r e sults
Sugge St thatpre m atu re supr av e ntric ula r c o ntra ctio n a ssociated with leftatriale nla rge m ent a ndlo r
distu rba n c e of intr a atrial c o ndu ctio n
，
e SPe Cia11yintrinsicintr a atrialr etr ogr ade condu ctio n delay，
m ay c r e ate e xtr a sytole－indu c ed intr a atrial retrograde c o ndu ctio ndelaysin patie nts with PAF． It
is als o sugge sted that e xtra systole－indu c ed intr a atrial r etr ogr ade c o ndu ctio n delays m ay be a
POSSible m anifestation of the ba ckgr o u nd fo r r e e ntry ．
